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法
政
大
学
史
学
科
の
歩
承
は
、
昭
和
十
二
年
（
一
九
三
七
）
四
月
に
、
す
でに開設されていた高等師範部（国語・漢文、英語を専攻する課
程）に中等教員（旧制）を養成する目的で歴史地理科として増設
されたときに始まるといってよい。したがって、史学科の創立は
地理学科と共に象ると、まさに半世紀に及んでいるのである。
法政大学は昭和二十年五月二十五日の空襲によって校舎の大半
を
焼
失
し
て
し
ま
い
、
戦
後
の
復
旧
で
は
き
わ
め
て
多
難
の
時
期
を
経
過
し
た。しかし、こうしたなかで、学部再編成は着々と進承、それま
での法文学部から文学部が独立し、昭和二十二年（一九四七）四
月
に
は
哲
学
科
、
国
文
学
科
、
英
文
学
科
の
三
学
科
に
よ
っ
て
ス
タ
ー
ト
し
た。このとき第二部（夜間部）を新設された日本文学科、英文学
科と共に、地理歴史学科が開設されることになった。この旧制の
『
法
政
史
学
」
四
○
号
の
記
年
号
を
発
刊
す
る
に
当
っ
て
、
法
政
大
学
史
学
科
の
創
立
と
そ
の
歩
み
に
つ
い
て
記
し
て
承
る
こ
と
に
す
る
。
法
政
大
学
史
学
科
と
史
学
会
の
設
立
法
政
史
学
第
四
十
号
法
政
大
学
史
学
科
四
十
年
の
歩
み
地
理
歴
史
学
科
が
、
二
年
目
か
ら
地
理
学
科
と
歴
史
学
科
（
史
学
科
）
に
専
攻
が
分
か
れ
た
の
で
あ
る
。
二
回
目
の
卒
業
生
を
出
し
た
だ
け
で
、
学
制
改
革による新制大学へ移行した。この旧制文学部の地理歴史学科が
夜
間
に
開
設
す
る
に
当
っ
て
は
、
歴
史
学
科
の
竹
内
直
良
教
授
と
地
理
学
科
の
新
井
浩
教
授
が
中
心
に
な
っ
て
人
事
や
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
の
編
成
に
努
め
ら
れたが、卒業生は旧制高等諸学校（旧制の高等学校、高等師範学
校
、
高
等
商
業
学
校
）
の
教
員
資
格
を
無
試
験
で
得
ら
れ
る
特
典
が
あ
っ
た。旧制文学部地理歴史学科は昭和一一十六年三月で学科を閉じた
が、これより先、昭和二十四年（一九四九）四月から新制大学の
発足に伴い、文学部は節一部が哲学科、日本文学科、英文学科、
第二部は日本文学科、英文学科、地理学科、史学科の四学科が発
足することになって、一時期、旧制地理歴史学科と併置されるこ
と
に
な
っ
た
。
な
お
、
高
等
師
範
部
歴
史
地
理
科
も
こ
の
と
き
昭
和
二
十
六
年三月（第十二回卒業）まで存続しており、歴史学を専攻する学
生
は
、
三
つ
の
所
属
の
異
な
る
学
科
で
学
ぶ
時
期
が
あ
っ
た
の
で
あ
る
。
法
政
大
学
通
信
教
育
部
は
全
国
の
大
学
に
先
駆
け
て
、
昭
和
二
十
二
年
十
村
上
直
二四○
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法政大学史学科四十年の歩承
史学会倉I立当時。壇上は藤井教授
月
に
開
設
さ
れ
て
い
る
。
初
め
は
法
学
部
が
開
講
さ
れ
た
が
、
翌
二
十
三
年
十月には経済学部経済学科。商業学科と共に文学部日本文学科。
史学科が開講されることになった。通信教育の学習は、テキスト
に
よ
る
自
学
自
習
、
リ
ポ
ー
ト
の
作
成
、
そ
の
添
削
に
よ
る
評
価
の
各
段
階
を経て、試験によって単位を修得し、卒業論文の提出と審査によ
って卒業が確定するものである。そのため、試験の実施方法など
はきわめて慎重に検討されたのである。
と
こ
ろ
で
、
法
政
大
学
の
史
学
科
関
係
で
行
な
っ
た
最
初
の
行
事
は
、
昭
和二十五年二月十八日、新築された講堂で開催された公開講演会
である。この日、午後二時より竹内直良教授の挨拶に続いて、中
村英勝講師（兼任）の「イギリス議会制度の発達兵藤井甚太郎教
授の「明治維新史の新しい見方民関野雄教授の「東亜考古学の現
況」（幻燈使用）の誹演があり午後五時に閉会した。この誹演会
には七十余名が出席し、六十歳に近い高校教師や若い女子大学生
が最後まで熱心に聴講した。
な媚、わが法政大学史学会は、それから二ヶ月後に設立したの
であるが、この経緯については『法政大学史学会を報第一岻呉昭
和二十五年九月二十日発行）に詳しく記録されている。なお史学
会設立までの経過については、同誌で竹内直良教授が次のように
記している。
当法政大学には古くから高等師範部に歴史地理科があり、そ
の出身者は現在社会の各方面、特に教育界に活躍しているので
あるが、終戦後間もない昭和二十二年の春、文学部に史学科が
設置されることとなり、更に昨昭和二十四年には新制大学の発
四
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足と共に新たな学生がこれに加わり、以後、逐次発展拡張する
ようになった。この間、教授学生は常に融和しつつ、相携えて
広く深く各種の研究に没頭していたのであるが、本年昭和二十
五年一月頃から当学科教授・講師・学生を主体とする法政大学
史学会を設立し、まとまった研究機関を組織しようとする希望
が史
学
科
研
究
室
か
ら
起
り
、
取
敢
え
ず
二
月
十
八
日
午
後
、
別
記の様
な公開講演会を開催した。
その後三月十一一日教授（藤井、竹内、周藤、丸山）及び史学
科学生委員（渡辺、清水、永浜、笹目、安藤）と協議の上、史
学会会則案を作製した。三月二十五日卒業式（旧制史学科第一
回卒業生を送る）終了後、卒業学生に史学会の成立事情を説明
し入会を勧めた。新学年度に入った四月二十四日、別記の如く
新入生歓迎会を開いた席上、在校生一同に藤井教授より史学会
設立趣旨につき、丸山教授より会則案につき夫汽説明あり、一
同
の
賛
成
を
得
、
こ
こ
に
学
会
は
正
式
に
成
立
を
見
た
の
で
あ
る
。
法政大学史学会は、このように昭和二十五年四月二十四日（月）
に設立されたのであるが、当日は午後五時半より、嘉悦学園にお
いて第一回の総会が開かれ、会則の辮議が行われ、原案通り承認
された。そして、会長には藤井甚太郎教授が就任、顧問に法政大
学総長及び谷川徹三文学部長、石田英一郎第二文学部長が推薦さ
れ
た
の
で
あ
る
。
こ
の
と
き
承
認
さ
れ
た
、
法
政
大
学
史
学
会
会
則
と
は
次
の通りである。
法
政
史
学
第
四
十
号
法
政
大
学
史
学
会
会
則
会
名
第
一
条
こ
の
会
は
法
政
大
学
史
学
会
と
称
す
る
目
的
第二条この会は史学の研究を目的とし併せて会員相互の向上
と
親
睦
を
図
る
も
の
と
す
る
事
業
第三条この会は次の事業を行なう
研
究
会
識
演
会
実施調査及び見学
その他この会の目的を達するために必要な事業
事
務
所
第四条この会の事業所を東京都千代田区富士見町一一一丁目一番
地、法政大学・文学部史学研究室内に置く
会
員
第五条この会は本学史学科の教員と同科在学生及び卒業生を
主としその他特に入会を希望する者を会員とする
第
六
条
こ
の
会
の
会
員
は
毎
月
什
五
円
の
会
費
を
納
め
葛
も
の
と
す
る
役
貝
第
七
条
こ
の
会
に
は
次
の
役
員
を
置
く
会
長
壱
名
本
学
史
学
科
主
任
之
に
就
く
顧
問
若
干
名
会
長
が
こ
れ
を
推
薦
す
る
委
員
若
干
名
史
学
科
教
員
と
在
学
学
生
委
員
及
び
会
長
の依嘱による卒業生を以てこれにあてる。その任期
二
四
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この会則は、史学会の発展とともにのちに一部改正が行われて
現在に至っている。
法政
大
学
史
学
会
の
活
動
は
、
同
年
五
月
二
十
八
日
（
月
）
の
第一回史
蹟調査によって始まるが、この日は藤井・竹内・丸山教授と小西
四
郎
兼
任
講
師
の
指
導
の
も
と
で
午
前
九
時
に
中
央
線
国
分
寺
駅
前
に
集
合
第
十
条
こ
の
会
の
会
議
は
次
の
三
種
と
す
る
総
会
、
例
会
、
臨
時
総
会
総会は年一回これを開きその年度の事業及び経費など
を
辮
議
決
定
す
る
。
例
会
は
年
二
回
と
す
る
。
臨
時
総
会
は
必
要に応じてこれを開く
附
則
第
一
条
会
則
の
変
更
は
総
会
の
決
議
を
経
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
第
二
条
こ
の
会
則
の
運
営
上
必
要
な
細
則
は
会
長
が
こ
れ
を
定
め
総
会
に
報
告
す
る
も
の
と
す
る
は一年とする
但
し
重
任
を
妨
げ
な
い
。
な
ほ
会
長
は
委
員
中
よ
り
若
干
名
の
常
任
委
員
を
依
嘱
す
る
経
費
第
八
条
こ
の
会
の
経
費
は
会
員
の
会
費
及
び
そ
の
他
の
収
入
を
も
っ
て
ま
か
な
う
第
九
条
こ
の
会
の
会
計
は
毎
年
度
の
総
会
に
お
い
て
報
告
す
る
も
の
と
す
る
法
政
大
学
史
学
科
四
十
年
の
歩
糸
会
議
中
世
末
期
東
国
に
於
け
る
地
侍
の
性
格
と
そ
の
一
動
向
に
つ
い
て石
渡
隆
之
また、史学会委員会が、七月八日（土）午後四時半から研究室
で開かれたが、同月二十二日（土）に一部修正を行って委員分担
が次のように決定した。
庶
務
部
委
員
清
水
賢
蔵
（
旧
制
二
）
安
藤
武
夫
（
新
制
二
森
勘
兵
衛
（
新
制
三
）
企
画
部
委
員
渡
辺
省
三
（
旧
制
一
）
永
浜
先
義
（
旧
制
一
一
）
笹
目
善
一
郎
（
新
制
一
）
馬
場
陸
朗
（
新
制
三
）
会
計
部
委
員
新
田
質
二
（
旧
制
一
）
清
水
賢
蔵
（
旧
制
二
）
笹
目
善
一
郎
（
新
制
一
）
馬
場
陸
朗
（
新
制
二
）
編
輯
部
委
員
鶴
岡
英
雄
（
旧
制
二
）
永
浜
先
義
（
旧
制
二
）
ついで、第二回の例会が十月二十八日（土）午後五時半から、
嘉悦学園七番教室で開催されたが、この日は学士院会員。東大名
誉
教
授
辻
善
之
助
博
士
の
「
時
代
思
想
を
超
越
せ
る
も
の
」
と
題
し
て
の
一
武蔵国分寺跡》府中町大国魂神社予分倍河原古戦場》さらに聖蹟
桜ヶ丘の対鴎荘（三条実美の別荘）、多摩聖蹟記念館を見学、午後
五時過ぎに京王線桜ヶ丘で解散した。また、六月二十四日（土）
には史学会第一回の例会が午後六時より嘉悦学園七番教室で開催
された。なお昭和二十五年に初めて史学科の大学院が置かれ十一
名が毎日定期的に研究会をもって研究していたが、この第一回の
例会の発表者は次の通りであった。
日
本
初
期
切
支
丹
史
の
一
考
察
ｌ
特
に
大
村
純
忠
に
つ
い
て
二
四
芥
川
竜
男
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時
間
半
に
わ
た
る
講
演
が
あ
り
、
七
十
名
の
学
生
が
聴
講
し
た
。
さ
ら
に
、
第二回の公開講演会が十一月十八日（土）午後一時四十分から学
生
ホ
ー
ル
で
開
催
さ
れ
、
藤
井
会
長
の
挨
拶
に
続
い
て
、
周
藤
吉
之
教
授
（兼任）の「唐末五代の武人政治」、丸山忠綱教授の「中世村落に
於ける神社の座員竹内直艮教授の「西洋中世に於ける僧院の生活
とその文化活動」（幻燈使用）の各講演が行われた。聴講者は二百
名に及び盛会裡に六時に終了している。なお、第二回の史蹟調査
は、十一月二十一一一日（木）の勤労感謝の日に行われ、金沢文庫を
見学した。
このように、法政大学史学会が設立された昭和二十五年には、
例会二向、公開誹演会二Ｍ、史蹟調迩を一一回にわたって実施する
な
ど
、
当
時
の
史
学
会
の
委
員
の
努
力
に
よ
っ
て
、
そ
の
基
礎
が
つ
く
り
上
法
政
史
学
第
四
十
号
げ
ら
れ
て
い
っ
た
の
で
あ
る
。
法政大学史学会の発足と共に、ガリ版刷りの『法政大学史学会
点報第一耐』が鶴岡英雄・永浜先義両委員の努力によって九月二
十五日付で発行されたが、この会報がのちに『法政史学」へ発展
していくのである。第一幅Ⅱ創刊号には、会長の藤井甚太郎教授
が
、
次
の
よ
う
な
格
調
の
高
い
「
発
刊
の
言
葉
」
を
載
せ
て
い
る
。
また、昭和二十五年度の大学の講義題目は第１表の通りであ
る
。
こ
の
中
に
は
現
在
も
活
躍
さ
れ
て
い
る
教
授
・
講
師
の
方
も
承
う
け
ら
れ、懐かしい教授スタッフである。『法政大学史学会女報』は、第
二号が昭和一一十六年一一一月一一一十一日、さらに第三号が昭和一一十七年
一月一一十一一一日付、第四号が同年七月五日付及び第五号が昭和二十
法政大学文学部史学科は建学の由来する処深遠であって中正
流健の学風の下に同学の士研鍍に精進せられていたが、近時我
国文化の発展に伴い学問の幅と質とが長足の進歩をなすにつれ
て一個人の力を以てしては到底学の窮極に達することが出来な
い。群力を結集し衆智を架めてこそ斯学は彼岸に到るべきであ
る。我等同門同学の学徒は相侍り相扶け一致団結して学に精進
し、我が法政大学文学部史学科の存在を永遠ならしめんことを
期
し
、
舷
に
其
学
会
の
業
績
を
記
録
に
留
め
て
不
朽
の
も
の
な
ら
し
め
ん
が為、会誌を発刊することとした。その発足は微々たるもので
あるが、剛を以て季刊となし、次いて月刊となし、以て同学の
士研学の業績を学界に公開せんことを期している。
二四四
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八年十二月二十八日付で発行されているが、この一一一～五号の編集
委員は、当時史学科の学生であった安岡昭男教授である。例会、
史跡調査も順調に進められているが、特筆すべきことは、昭和一一
十七年三月二十九日から四月一一一日の四泊五日で関西方面奈良・京
都の研究旅行が行われていることである。このとき藤井教授の
他、安岡昭男・丹治健蔵・黒崎菊江らの学生十八名が参加してい
る。史学科の教授を中心とした研究旅行は、この時から実施され
て
い
る
の
で
あ
る
。
法政大学では、昭和二十五年二月に野上豊一郎総長が死去され
てから、総長は空席のままになっていたが、六月十六日に大内兵
術
東
大
名
誉
教
授
が
就
任
さ
れ
戦
後
の
新
た
な
段
階
を
迎
え
る
こ
と
に
な
っ
たのである。『法政大学史学会会報」も第五号から待望の活版印刷
と
な
っ
た
。
研
究
室
も
昭
和
二
十
七
年
六
月
か
ら
芥
川
竜
男
助
手
が
（
現
、
第１表昭和25年度講義題目法
政
大
学
史
学
科
四
十
年
の
歩
孟
当担
史学概論
日本史概説
日本史概説
東洋史概説
西洋史概説
講師
教授
〃
〃
〃
中村英勝
藤井甚太郎
丸山忠綱
和田久徳
竹内直良
日本史特殊講義
日本考古学
日本古文懇学
日本古代史
日本仏教史
海クト交渉史
日本科学思想史
明治維新史
日本現代史
史籍解題
史籍解題
日本史演習
日本史演習
講師斉藤忠
〃佐藤進一
教授丸山忠綱
講師笠原一男
〃岩生成一
〃杉本勲
教授藤井甚太郎
講師小西四郎
教授藤井甚太郎
〃丸山忠綱
〃藤井甚太郎
〃丸山忠綱
東洋史特殊誌義第二教養部教授）在室することになり、史学会の運営も藤井・板
沢・竹内・丸山各教授、芥川助手の他、笹目善一郎、安岡昭男、
林
泰
子
、
寺
沢
茂
・
宮
前
吉
雄
氏
ら
の
委
員
に
よ
っ
て
行
わ
れ
る
こ
と
に
な
った。なお、昭和二十八年二月十一日に、新設された大学院研究
室（五三年館）へ藤井・板沢両教授が移られることになり、竹内・
丸
山
・
和
田
教
授
と
芥
川
助
手
は
旧
史
学
研
究
室
に
残
る
こ
と
に
な
っ
た
。
法政大学史学会の『法政大学史学会会報』は六号から『法政史
学』と改称することになった。この記念すべき第六号は、特に史
学会会長であった「藤井甚太郎先生古稀祝賀記念」特輯として編
集されている（昭和二十八年十二月二十八日発行）。特集号は、発
刊の辞、板沢武雄（史学科教授）と、記念講演を活字化して、「近
印度史
東洋考古学
東洋考古学
特殊誹義
東洋史演習
中国経済史
中国近・世史
教授
〃
〃
〃
〃
〃
和田久徳
関野雄
関野雄
関野雄
周藤吉之
周藤吉之
『法政史学」の発刊
西洋史特殊講義
アメリカ史
ロシア史
西洋美術史
キリスト教史
西洋史演習
西洋近・世史
講師清水博
〃的場徳造
〃今泉篤男
教授竹内直良
〃竹内直良
講師中村・英勝二
四
五 其の他
民
英 族学
語
石田英一郎
錦織重正
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代科学史の時代区分について」大内兵術（総長）、「明治の政治に
及ぼしたジョージ・ワシントンの影響」木村毅（明治文化研究会
代表）、「明治の美術（特に洋画についてと隈元謙次郎（東京文化
財研究所第二研究室長）、「明治初期の日米文化交渉」藤井甚太郎
の各氏の論文と末尾に同年五月二十四日に上野精養軒で行われた
「藤井教授古稀祝賀晩餐会記事」が収録されている。
法政大学大学院日本史学修士課程が設置されたのは、昭和二十
七年四月である。はじめは人文科学研究科国史専攻と称したが、
昭和二十八年四月から日本史学専攻と改称した。なお、この年度
の大学院の講座は次の通りである。
日本史学諸誌
藤井甚太郎教授
日
本
史
演
習
板
沢
武
雄
教
授
近世史の諸問題
板
沢
武
雄
教
授
東洋史特誹
周藤吉之兼任講師
東
洋
史
演
習
関
野
雄
兼
任
講
師
日本史学特殊研究
岩
生
成
一
兼
任
誹
師
西
洋
史
演
習
林
健
太
郎
兼
任
講
師
西
洋
史
演
習
竹
内
直
良
教
授
法政大学の史学科は学部・通信教育部の他、大学院修士課程の
設置によって充実したが、さらに昭和三十年四月になると大学院
博士課程が新設されることになった。このときの博士課程の講義
内容は次のとおりである。
日本史学特殊研究
藤
井
甚
太
郎
教
授
日本史学演習
藤井甚太郎教授
法
政
史
学
第
四
十
号
日
本
史
学
特
殊
研
究
板
沢
武
雄
教
授
日
本
史
学
演
習
板
沢
武
雄
教
授
日本史学特殊研究
岩生成一兼任誹師
日本史学特殊研究
森
克
己
兼
任
講
師
史学科は、昭和十六年以来講義をされていた竹内直良教授の尽
力で教授の陣容が次第に整備されていった。その経過をたどって
承ると昭和二十二年には丸山忠綱教授、周藤吉之講師（兼任）、翌
二十三年には和田久徳教授、岩生成一講師（兼任）、中村英勝講師
（兼任）、さらに翌二十四年四月には藤井甚太郎講師が誹議を担当
された。なお藤井講師は同年十一月に教授に就任され、のち史学
会会長となって史学会の基礎を固められたのである。また、同二
十四年四月には関野雄助教授（のち教授）、昭和二十七年四月から
は板沢武雄教授が就任された。なお、東洋史の和田久徳教授が娠
任されると、昭和二十八年四月から河原正博教授が第一教養部か
ら文学部史学科へ移籍されたのである。やがて昭和三十年代を迎
えると、高度経済成長期を迎え、国内はようやく戦後の混乱期か
ら脱しはじめ、昭和三十三年には法政大学も創立八十周年記念を
式典を挙行している。『法政史学』はその前年昭和三十二年十二
月に鏑一○号を発行しているが、会長藤井甚太郎教授は次のよう
な「発刊の辞」を巻頭に載せている。
我が法政大学文学部史学科の研究機関誌「法政史学」は、舷
にその第十号を刊行するに至った。かく我等が研究の一部を世
に公にして、学界に燗うを得たことは、誠に同慶の至りであ
二
四
六
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法
政
大
学
史
学
科
四
十
年
の
歩
承
左上の右板沢教授，前列２人目より芥川助手，丸山・竹内教授，
大内総長，藤井・河原教授（昭和30年３月卒業式の日）
り、広き学界の方をもこの慶に和するに吉で
ないと思う
。
その号を重ねること僅かに十指と評する人もあろう、又一号
の
内
容
僅
か
に
百
数
十
頁
と
判
す
る
人
も
あ
ろ
う
。
併
し
な
が
ら
綜
合
大
学の一学部の一専攻学科が、独立してその専門学科の研究機関
誌
を
続
刊
し
つ
つ
あ
る
こ
と
は
、
全
国
の
大
学
中
、
類
例
多
し
と
し
な
い。しかも本学の史学科は、学部において、又大学院修士課程
において、並びに第二部制下にあることを考える時、此科の教
師及び学生が、如何に活気に満ちて斯学に精進しつつあるかを
物
語
る
も
の
と
い
わ
ね
ば
な
ら
な
い
。
し
か
も
所
載
の
論
文
井
に
研
究
報
告類、号を重ねる毎に、益々深淵の度を加え、専門学術雑誌と
して、他に遜色なきを認むる時、我等は本学史学科の前途、誠
に
祥
た
た
り
と
、
自
賛
せ
ざ
る
を
得
な
い
。
木学史学科の学風は、左に傾かず、右に偏せず、史学本来の
面目に徹して、堂を中正の史風を樹立して今日に及んでいる。
理論は理論とし、事実は事実とし、社会学、心理学、言語学、
宗教学、哲学、人類学、民族学、民俗学、経済学、地理学等々
几ゆる諸学科に亘って、一応の洗練を遂げて、外道史学に陥ち
ざるを期し、綜合大学の一学科の特質に副はしく、左道史学の
諦
を
受
け
ざ
る
よ
う
に
努
め
つ
つ
あ
る
。
時
流
に
偏
せ
ず
、
党
せ
ず
、
巍
々たる「法政史学」を樹立せんことを期し我等は遭進しつつあ
る。殊に大学院修士課程に於いて、第二部の設立されているのは
全国に於いて本学ただ一校の承であって、我等学徒は学問に対
し
て
責
任
の
重
大
な
る
左
痛
感
し
つ
つ
あ
る
。
二四七
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なお、昭和三十二年度には、大学院修士課程に片桐一男氏（後、
史学科助手）が入学し、安岡教授が博士課程へ進んでいる。また
会員動静としては村上直・芥川竜男。田口勝一郎・小島俊次・松
尾章一氏らの活躍が『法政史学』に紹介されている。翌三十一一一年
七月九日、藤井教授が死去されたため、史学会会長は板沢武雄教
授となったが、これより先、この年の四月から芥川助手の後任に
安岡研究助手が任命されている。藤井教授の担当講義のうち明治
維新史は小西四郎講師、また、十月からは児玉幸多兼任教授が地
方史学及び大学院の歴史地理学をそれぞれ引き継がれることにな
った。児玉兼任教授は、これ以後、昭和四十八年三月末日まで、
大学の地方史研究及び交通史研究の分野の発展に尽力され、学生
の指導に当られた。なお、兼任教授の制度は児玉幸多教授のとき
だけ任命されたので、現在はこの制度は存続していない。
法政大学通信教育部の史学科は、昭和二十三年十月に開設され
たが、その後、しだいに充実し、夏期スクーリングの他、昭和二
十五年四月には揃年教室授業（夜間）が実施され、同二十八年一一一
月（昭和一一十七年度）には最初の卒業生を出しているが、この時
の五十名の卒業生は全国各地で主として中・小学校教員として活
躍している。以後、毎年、高等学校・中・小学校の教員その他教
育界での活躍する人が多く象られたが、中には大学院へ進学し研
究者として歴史学の研究を深める人もあった。また、昭和二十九
尚木学木部丼に通信教育局の幹部諸氏が我等の意を諒とせら
れ、援助を借まれなかったことを深謝する次第である。
法
政
史
学
第
四
十
号
法政大学史学会では、従来の公開講演会に代えて昭和三十四年
度から大会を開催することになり、会員の研究発表を行うことに
なった。昭和一一一十四年十月十日（土）午後三時から七四番教室で
第一回法政大学史学会大会が開かれているが、当日の司会は竹内
・丸山・河原教授が行なった。その研究発表の題目は次の通りで
あった。
｜
自
由
民
権
運
動
期
に
於
け
る
改
進
党
の
役
割
松
尾
章
一
二
明
治
初
期
の
朝
鮮
を
め
ぐ
る
対
露
警
戒
論
安
岡
昭
男
三
天
一
一
一
一
口
筆
記
に
つ
い
て
ｌ
そ
の
史
料
的
価
値
ｌ
寺
沢
茂
四
近
世
初
期
に
粕
け
る
代
官
支
配
の
一
考
察
村
上
直
五
伊
勢
長
島
一
撲
と
そ
の
前
提
金
子
昭
弐
六西洋中世における異端運動と托鉢僧団をめぐる諸問題
笹
目
善
一
郎
七
荘
園
解
体
期
に
於
け
る
名
主
制
の
機
能
黒
江
俊
子
八
越
後
村
上
蒜
に
於
け
る
一
神
官
の
存
在
形
態
芥
川
竜
男
九
東
国
に
お
け
る
地
侍
の
発
展
過
程
石
渡
隆
之
十
秩
父
に
於
け
る
和
銅
発
見
の
意
義
久
下
司
なお、研究発表の七と八の間で六時から教職員食堂で懇親会を
開
き
夕
食
を
共
に
し
た
が
参
会
者
は
百
名
に
及
ん
だ
。
ま
た
、
当
時
は
学
内
年十月には新宿区市ヶ谷田町に事務所が竣工し、昭和三十五年に
は第一回冬期スクーリングが開講するなど、卒業生の増加と共に
内
容
の
充
実
が
は
か
ら
れ
て
い
っ
た
。
法
政
大
学
史
学
会
大
会
の
開
催
二四八
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で
は
春
・
秋
季
の
史
蹟
見
学
会
、
例
会
、
大
学
院
月
例
研
究
会
、
近
代
史
研
究会（機関誌『日本近代史研究』）、二部歴史学研究会、法政蘭学
研究会などが活躍していた。第一回史学会発表要旨は『法政史学』
第十三号に掲載されているが、この年は、まさに法政大学史学会
の発展の歴史にとって、画期的な年であったといってよい。昭和
三十五年四月から竹内教授が史学会会長となられた。この年は、
五月は日米安保条約の単独議決をめぐって抗議と請願のデモは国
会
周
辺
を
包
み
、
六
月
に
は
安
保
阻
止
を
め
ぐ
り
物
情
騒
然
た
る
状
態
の
中
で七月に岸内閣の総辞職と池田内閣が成立している。こうした中
で
、
わ
が
法
政
大
学
で
は
十
月
八
日
に
第
二
回
の
史
学
会
大
会
が
開
催
さ
れ、百名近くが出席して盛況であったｅ三十六年度は、従来第二
部（夜間）の開講であった史学科は、地理学科と共に第一部文学
部（昼間）に移行することになった。したがって、この年も史学
科の歴史において特記されるべき年であった。つまり｝」の年入学
した第十五回新制史学科学生が、昭和三十九年度（昭和四十年一一一
月卒）に、最初の第一部史学科の卒業生となったのである。
昭和三十七年七月十五口、板沢武雄教授が在職中に死去され
た。板沢教授は昭和二十七年四月から史学科教授として史学科の
発展のため尽力されている。『法政史学』第一五号は「史学科創設
十五年記念特集」号であったが、ここには板沢教授の追悼文が丸
山忠綱教授によって記されている。史学科、昭和三十七年に安岡
講
師
が
日
本
史
演
習
を
代
講
す
る
こ
と
に
な
り
、
ま
た
、
そ
れ
よ
り
前
四
月
からは片桐一男研究助手（現、青山学院大学教授）が任命された。
翌
三
十
八
年
四
月
に
は
、
板
沢
教
授
の
死
去
に
と
も
な
い
、
後
任
と
し
て
新
法
政
大
学
史
学
科
四
十
年
の
歩
孟
た
に
岩
生
成
一
講
師
が
教
授
と
し
て
就
任
し
た
ｃ
岩
生
教
授
は
史
学
科
創
立
の頃、昭和一一十三年四月以来、兼任講師となられ、日欧交渉史・
蘭学史の指導に当られていたが、昭和一一一十六年三月、専任の東京
大学教授を定年退官され、日本大学教授を経て法政大学文学部史
学科教授となられた。同年より史学会会長、法政蘭学研究会会長
をつとめられることになった。なお、このとき安岡兼任講師も専
任として就任したが、翌三十九年四月からは片桐研究助手が丹治
健蔵研究助手（現、与野市史編さん室長）に交代し、さらに昭和
四十二年四月からは森陸彦研究助手（現、東海大学教授）に引き
継がれた。
また、法政大学史学会では、従来の『法政史学」の発行に加え
て、新たに昭和三十七年十二月から『法政大学史学会通信」（タイ
プ
印
刷
）
を
発
行
す
る
こ
と
に
な
っ
た
が
、
第
一
号
は
芥
川
竜
男
・
安
岡
昭
男
・
片
桐
一
男
の
編
集
委
員
に
よ
っ
て
編
集
・
発
行
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
は
会員の交流の場として企画されたものであるが、「随想」の他、近
況
報
告
、
近
業
・
消
息
・
転
勤
・
就
職
・
講
義
題
目
・
結
婚
・
改
姓
・
誕
生
・
死
去
・
会
員
新
著
紹
介
と
多
彩
な
も
の
で
あ
り
、
近
況
の
一
三
－
ス
を
報
じ
る
有
益
左
発
行
で
あ
っ
た
が
、
昭
和
四
十
一
年
三
月
の
第
九
号
を
も
っ
て、一時、休刊となってしまった。なお、通信教育部の編集であ
る
『
法
政
大
学
史
学
科
だ
よ
り
』
＄
発
行
さ
れ
、
史
学
科
交
流
の
場
に
な
っ
て
い
た
。
ま
た
、
昭
和
三
十
五
年
に
は
「
封
建
社
会
研
究
グ
ル
ー
プ
」
が
発
足し、会報も発行している。
昭和三十九年度の史学科講義題目一覧では、岩生成一教授が海
外交渉史・南海貿易史・日本史演習、丸山忠綱教授が日本史概説
二
四
九
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法
政
大
学
大
学
院
日
本
史
学
専
攻
で
は
、
大
学
院
創
設
以
来
、
月
例
研
究
会
が
行
わ
れ
て
い
る
。
昭
和
四
十
一
年
に
は
、
第
九
十
四
回
目
の
発
表
を
二
月二十六日（土）「越前江沼氏と財部」と題し星野良作氏、第九十
五回は三月十九日（土）に「鎖国後におけるリターン号の日本来
航について」と題し岩生成一教授が行っている。第九十六回は四
月二十三日（土）に「明治中期における独逸教育学の影響」石山
禎一、第九十七回は五月二十一日（土）「幕末軍事改革史の研究」
奥山英男、第九十八回は六月二十五日（土）に「経済的誌につい
て」斎木昭朗、第九十九回は九月二十四日（土）に。戊辰戦争」
論争をめぐって」坂本昭子、そして第百回が十月二十九日（土）
に
「
鎖
国
は
何
故
お
こ
な
わ
れ
た
か
」
橋
本
政
雄
の
各
氏
の
発
表
が
行
わ
れ
・
日
本
古
代
史
・
日
本
社
会
経
済
史
・
史
籍
解
題
。
日
本
史
演
習
、
安
岡
昭
男
専
任
講
師
が
日
本
現
代
史
・
明
治
維
新
史
・
日
本
史
演
習
・
教
職
日
本
史
（１．Ⅱ部）、児玉幸多兼任教授が地方史学、佐藤進一講師が日本
古
文
書
学
、
斉
藤
忠
講
師
が
日
本
考
古
学
、
笠
原
一
男
講
師
が
日
本
仏
教
史、河原正博教授が東洋史概説・東洋近世史・東洋史演習・教職
外
国
史
、
和
田
久
徳
誰
師
が
イ
ン
ド
及
び
東
南
ア
ジ
ア
史
、
周
藤
吉
之
講
師
が
中
国
経
済
史
、
関
野
雄
講
師
が
東
洋
考
古
学
、
竹
内
直
良
教
授
が
西
洋
史
概
説
・
キ
リ
ス
ト
教
史
・
西
洋
史
演
習
・
教
職
外
国
史
、
岩
永
博
教
授
が
近
東
史
、
清
水
博
講
師
が
ア
メ
リ
カ
史
、
中
村
英
勝
講
師
が
西
洋
近
世
史
、
史
学概論、金沢誠講師がフランス革命史であった。なお、昭和四十
年十一月には岩生教授は日本学士院会員に選ばれた。
昭
和
四
十
年
代
の
史
学
会
法
政
史
学
第
四
十
号
ている。このように昭和四十一年が第百回発表会の記念の年に当
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。
昭和四十三年（一九六八）から同四十四年（一九六九）は世界
的にも学生運動が昂揚をしめした年であったが、国内でも大学紛
争の火が各地にひろがった。四十三年には国。公・私立の大学百
十六校が紛争に突入したが、そのうち六十五校が解決を翌四十四
年まで持ち越している。法政大学のキャン。〈スも大衆団交・封鎖
・教員カン語、また、学生団体各セクト間の衝突がくり返されて
激化していった。やがて、十月二十三日、川崎市の木月の大学グ
ラ
ン
ド
に
お
い
て
中
村
哲
総
長
の
「
説
明
集
会
」
を
転
機
に
流
動
化
の
方
向
を
た
ど
っ
い
っ
た
が
、
同
四
十
五
年
二
九
七
○
）
の
新
学
期
に
入
っ
て
も
暴
力
事
件
が
続
い
た
。
さ
ら
に
文
学
部
で
は
昭
和
四
十
六
年
二
九
七
一
）
五
月
に
は
任
期
満
了
を
不
服
と
し
た
哲
学
科
研
究
助
手
の
問
題
が
起
り
、
講
義
妨
害
や
教
員
と
の
会
見
、
討
議
の
強
請
な
ど
実
力
闘
争
が
行
わ
れ
た
。
そ
し
て
、
よ
う
や
く
四
十
七
年
三
月
以
降
に
な
っ
て
、
鎮
静
化
の
方
向
に
む
か
ったのである『法政大学百年史」参照）。しかしながら、こうし
たなかで、わが史学科も苦難の時代に見まわれたのである。
法政大学史学会は、昭和四十一一一年三月に「法政史学』第二十号
の
記
念
号
を
発
行
し
て
い
る
。
巻
頭
の
会
長
岩
生
成
一
教
授
は
「
発
刊
の
辞
」
を
次
の
よ
う
に
記
し
て
い
る
。
わ
が
法
政
大
学
文
学
部
史
学
科
の
研
究
機
関
誌
「
法
政
史
学
」
も
、
こ
こ
に
そ
の
第
二
十
号
を
刊
号
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
今
ま
で
の
所
、
年
刊
で
あ
る
か
ら
、
創
刊
以
来
歳
月
を
経
る
こ
と
二
十
年
、
こ
れ
を
人
生
に
醤
二
五
○
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う
れ
ば
、
二
十
歳
、
正
に
青
年
に
達
し
た
わ
け
で
、
こ
れ
か
ら
真
に
充
実
した活動に進むべき時点にさしかかったのである。この二十年
間に、わが国も終戦直後の荒廃からすっかり立直って、今や目
覚しい発展の段階に踏糸入っている。わが学界においても、史
学の研究はいよいよ精級となって、その智識の普及は刮目に価
するものがあり、全国各地で発行される史学関係の研究誌の数
も非常に多くなっている。この間にあって、わが「法政史学」
は、この二十年の歳月に、籍を本学史学科に連ねる教官、大学
院並に学部の卒業生、在学生及び通信教育部の学生が挙って一
丸となり、それぞれ極めて困難な研究条件をよく克服して研究
に精進し、その真塾な成果は、巻号を重ねるごとに、その内容
に益々深薙を加え、その対象範囲は、広く東西に亙り、上代よ
り近代に、あるいは政治経済思想宗教、さては海外交渉から考
古学など各方面の問題を網羅し、これを弘く学界に間うて、今
や「法政史学」は専門学術雑誌として毫も他に遜色ないばかり
か、斯界の高き評価さえかち得ていると見るのは、あながち関
係者の自負でもあるまい。
殊に本学史学科の学風は、かつて第十号発刊の辞にも唱われ
ているように、時流に何ねらず、左に傾かず、右に偏らず、史
学本来の面目に徹して、常に中正にして着実なる史風を堂女樹
立せんとするにあって、全員同心協力して今日に及んで、広く
全国各地に散在する法政大学史学関係者の研究発表の場として
活用されて来た。このよき伝統に立脚し、二十年にわたって
積承重ねられた、この成果に踏まえて、今この二十号発刊を機
法
政
大
学
史
学
科
四
十
年
の
歩
承
この記念号にば佐藤進一講師、関野雄講師、岩永博第一教養部
教授の他、卒業生の小島俊次・村上直・丹治健蔵・三池賢一・森
睦彦。大学院修士課程小野美子の各氏の論文が掲載されている。
昭和四十三年四月安岡昭男講師は助教授に昇格し、同年、岩生
教授は朝日文化賞を受賞されている。しかし、学園紛争の激化に
よって、昭和四十四年度は春の例会は中止され、総会も五月の予
定を繰り下げて、十一月二トー日に川崎市の木月校舎六四番教室
で総会・大会。例会が行われた。翌昭和四十五年度においても九
月十二日から十一月一一十三日まで休校となり、予定されていた学
内行事は行うことができなかった。同四十六年三月には岩生成一
教授が定年で専任を退かれたが、五月八日には史学科創設期以
来、発展に力を尽くされた丸山忠綱教授が死去され、史学科はま
さに苦難の時期をむかえたのである。丸山教授は特に学園紛争が
激しい時期、四十四年六月二十四日から十一月二十六日まで激務
の文学部長の要職にあり、大学の平常化のため尽力されたのであ
る。また、研究室は昭和四十五年三月末日で森研究助手は任期満
了となり、以後は文学部の事情によって研究助手は採用されなく
な
っ
た
。
そ
し
て
四
十
五
・
四
十
六
年
度
は
大
学
院
博
士
課
程
在
学
の
藤
本
に、さらに一層の努力と工夫を重ね、今後の大いなる発展飛躍
を期するものである。
なお「法政史学」の順調な発刊と発展の陰に、本学本部並に
通信教育局より寄せられた一方ならぬ援助に対して、深謝しそ
の好意に対しても責任の重大なことを痛感する次第である。
五
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孝
一
氏
が
研
究
室
の
事
務
を
分
担
し
ご
苦
労
を
願
っ
た
。
な
お
、
学
内
が
異
常
で
あ
っ
た
た
め
、
昭
和
四
十
六
年
度
総
会
・
大
会
は
、
翌
四
十
七
年
一
月
二
十
二
日
に
川
崎
市
の
木
月
校
舎
九
番
教
室
で
行
っ
て
お
り
、
学
内
紛
争
に
よって史学会の行事日程は、きわめて変則的なものになっていた
のである。
昭
和
四
十
六
年
四
月
一
日
付
で
安
岡
助
教
授
は
教
授
に
昇
格
し
た
。
そ
の
年の五月に丸山教授が．死去されると、学内紛争のざ中に後任人事
を
急
ぐ
必
要
が
あ
り
、
同
年
十
月
一
日
付
を
も
っ
て
四
月
以
降
、
日
本
近
世
史
を
担
当
し
て
い
た
村
上
直
兼
任
講
師
が
助
教
授
と
し
て
就
任
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
ま
た
、
四
十
八
年
か
ら
は
豊
田
武
東
北
大
学
教
授
を
史
学
科
教
授
に
迎
え
る
こ
と
に
な
っ
た
。
同
年
四
月
一
日
付
で
村
上
直
助
教
授
は
教
授
に
昇
格
し
た
。
そ
し
て
、
そ
れ
ま
で
児
玉
幸
多
兼
任
教
授
の
担
当
科
目
を
古
島
敏
雄
東
大
名
誉
教
授
が
兼
任
講
師
と
な
り
、
新
た
に
青
木
和
夫
・
鎌
田
永
吉
・今枝愛真・桃裕行兼任誹師に出講願うことになり、ようやく史
学
科
の
体
制
が
整
う
こ
と
に
な
っ
た
。
な
お
八
月
に
は
学
生
会
館
が
竣
工
し
たため、大学構内のプレハブ校舎は撤去され、第二詔年館三階の
史学研
究
室
の
窓
の
外
も
よ
う
や
く
明
る
く
な
っ
た
の
で
あ
る
。
昭和四十
八
年
以
降
は
史
学
会
会
長
に
豊
田
教
授
が
な
ら
れ
、
以
後
七
年
間
に
わ
た
り、史学会の発展に尽力されることになった。また昭和四十九年
四月からは伊藤玄三助教授が就任され、新たに考古学・日本古代
史
の
分
野
が
拡
充
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
法政大学史学会の柱でもあった竹内直良教授が、昭和五十年三
月末日
を
も
っ
て
定
年
退
任
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
そ
の
た
め
三十四年
に
わ
た
る
法
政
大
学
在
任
の
ご
功
労
と
学
恩
に
感
謝
す
る
た
め
、
二
月
八
日
法
政
史
学
第
四
十
号
（土）、日本出版クラブ会館において午後四時から竹内教授の「ロ
ーマのカタコンベ（地下墓地）」と題する記念講演と懇親会が開か
れ、盛会狸に八時二十分に終了した。なお、四月一日付で竹内教
授は名誉教授となられたが、後任には、昭和五十一年四月から、そ
れまで兼任講師であった倉持俊一教授が就任することになった。
法政大学史学会は、昭和五十年六月十二日の総会に媚いて、次
の
よ
う
な
規
約
改
正
を
行
っ
て
い
る
。
（会名）
第一条この会は法政大学史学会と称する。（以下、本
会と称
する）
（月的）
第
二
条
本
会
は
歴
史
学
の
研
究
を
目
的
と
し
、
併
せ
て
会
員
相
互
の
向
上と親睦を図るものとする。
（事業）
第三条本会は次の事業を行う。機関誌の発行・研究会・講演
会・実施調査及び見学、その他本会の目的を達するた
めに必要な事業。
（事務所）
第
四
条
本
会
の
事
務
所
を
東
京
都
千
代
田
区
富
士
見
ニ
ー
ー
セ
ー
ー
法政大学文学部史学研究室に置く。
（会貝）
第五条本会は本学大学院日本史学専攻及び文学部史学科の教
員・在学生・卒業生並びに通信教育部学生・卒業生、
五
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そ
の
他
特
に
入
会
を
希
望
し
会
費
を
納
め
る
者
を
会
員
と
す
る。
（役員）
第
六
条
本
会
に
は
次
の
役
員
を
置
く
も
の
と
す
る
。
⑩
会
長
一
名
木
学
史
学
科
専
任
教
員
よ
り
互
選
し
、
総会において承認する。
②
願
問
若
干
名
会
長
が
こ
れ
を
推
薦
し
、
総
会
に
お
い
て承認する。
③
評
議
員
若
干
名
会
長
が
こ
れ
を
委
嘱
し
、
総
会
に
お
い
て承認する。
⑨
委
貝
若
干
名
本
学
史
学
科
専
任
教
員
と
会
長
の
委
嘱
による会員とを以ってこれに充て
る。
⑤
会
計
監
査
二
名
評
議
員
会
が
推
薦
し
、
総
会
に
お
い
て
承認する。但し、在学生・卒業生
会
員
よ
り
各
一
名
づ
つ
と
す
る
。
（任期）
第七条役員の任期は一年とする。但し、重任は妨げない。
（任務）
第
八
条
役
員
の
任
務
は
次
の
通
り
と
す
る
こ
い
会
長
は
本
会
を
代
表
し
、
会
務
を
総
括
す
る
。
②
顧
問
は
本
会
の
目
的
遂
行
上
必
要
な
助
言
を
す
る
。
③評議員は本会の運営上必要なる重要事項を審議する。
⑨
委
員
は
本
会
の
会
務
を
分
掌
す
る
。
法
政
大
学
史
学
科
四
十
年
の
歩
承
豊田教授は、史学会の発展に尽力され、研究室の充実を行う一
方、各専攻分野別のゼミナール中心の拡充をはかるなど、史学科
カリキュラムの改革などに熱意を示された。現在の日本考古学・
古代史。中世史。近世史・近代史。現代史。東洋史・西洋史演習
を中心に組暴立てたゼミナールの形態はこの時期に整備されたと
いうことができる。また大会・例会・史学会の規約改正にも積極
⑤
会
計
監
査
は
本
会
の
会
計
を
監
査
す
る
。
（総会）
第九条総会は毎年一回これを開催する。また、必要に応じ臨
時総会を開くことができる。
（会計）
第十条本会の経費は会員の会費及びその他の収入を以ってま
かなう。
第十一条本会の会計年度は毎年四月一日に始まり、翌年三月
三十一日に終わる。
第十二条本会の会計は毎年度の総会において承認を得る。
附
則
一、会則の変更は総会において出席者の半数以上の賛成により
改正することができる。
二、本会の会員は年額一、○○○円の会費を納めるものとす
る。但し、学部学生会員は八○○円とする。
三、本会則は昭和五十年六月十二日より施行されるものとす
る。
五
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法
政
史
学
第
四
十
号
法政大学史学会鎌倉見学（昭和49年６月２日）（安岡教授は在外研究中）前列左から伊藤。（１人おいて）河原・竹内・豊田。村上.（２人おいて）芥川各教授
昭和五十三年一一一月、「法政史学』第三○号が発行された。これを
機
会
に
法
政
大
学
史
学
科
開
設
三
十
年
記
念
論
文
集
と
し
て
、
昭
和
五
十
四
年十月に岩生成一編「近世の洋学と海外交渉』と豊田武編『近世
の都市と在郷商人』と題する一一箸を巌南堂書店から出版した。執
筆
者
は
両
教
授
か
ら
指
導
を
受
け
た
卒
業
生
及
び
大
学
院
生
そ
の
他
で
あ
る。特に豊田教授は、同書の序文で次のように記している。
法政大学の史学科も、創設以来三十周年を迎え、卒業生も学
部・大学院ともに、その数を加え、各方面、とくに学界関係で
活躍せられる方々は、質量ともに増大の傾向にある。ことにこ
の史学科の特色は、その研究者が、海外交渉史の方面と、地方
史とくに近世の都市・交通と健村の二部門にすぐれた業績を多
的に取り組まれ、史学科の藤井・板沢・竹内・岩生教授、および
丸山・河原教授が築きあげた伝統を受け継ぎながら、その発展に
努
め
ら
れ
た
の
で
き
る
。
昭和四十八年十二月一日・二日の両日、史学会の見学会として
一泊で山梨県勝沼町や塩山市の武田氏の縁りの地である天目山景
徳院、恵林寺、放光寺。甲府市の武田神社を見学したが、参加者
は教員・学生・卒業生四十七名であったｃ翌四十九年六月二日の
鎌倉見学会でも四十七名が参加し、きわめて盛況であった。また
『法政史学』の会報。学内消息柵において、ゼミ中心に史料調査
・合宿・見学が掲載されるようになったのは、第二九号（昭和五
二年三月発行）からである。
昭
和
五
十
年
代
の
史
学
会
二五四
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く
発
表
し
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
い
ま
こ
の
機
会
に
、
二
部
門
の
方
為
を
中
心
と
し
、
大
学
と
関
係
の
あ
る
諸
先
生
の
協
力
を
仰
い
で
、
二
つ
の
論
文集を刊行し論これまでお世話になった方面への御礼にかえた
いと思う。（以下略）
豊田武教授が指摘されるように粉法政大学史学会の研究分野を
柔
る
と
、
岩
生
編
に
は
杉
本
勲
・
沼
田
次
郎
・
石
山
禎
一
・
大
森
実
・
片
桐
一男・長谷川一夫。山本美子。中村越・安岡昭男・長尾政憲。ま
た、豊田編は段木一行・村上直・芥川竜男・松本四郎・丹治健蔵
・山本光正・馬場憲一。渡辺和敏。白川部達夫の諸氏が執筆して
おり、これによって二部門の研究動向を知ることができる。
と
こ
ろ
で
昭
和
四
十
七
年
四
月
よ
り
兼
任
講
師
、
翌
四
十
八
年
四月から
教授に就任された豊田武教授は、昭和五十五年三月末日をもって
定
年
退
任
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
そ
の
た
め
同
年
二
月
九
日
（
土
）
に
家
の光ピル第二会議室で午後二時半から、最終講義が行われ、終っ
て
懇
親
会
が
五
時
半
ま
で
催
さ
れ
て
、
盛
会
裡
に
終
了
し
た
。
し
か
し
、
そ
れから一か月後の卒業式も終って間もなく三月二十九日、突如、
急逝されたのである。ここに史学科は藤井・板沢・丸山教授に続
いて豊田教授も失うことになったのである。「法政史学』第一一一三号
はその追悼に当てられている。同年四月からは、後任として中野
栄
夫
助
教
授
が
就
任
す
る
こ
と
に
な
り
、
史
学
会
会
長
は
河
原
正
博
教
授
と
なった。この年九月、法政大学は創立百周年記念の式典が盛大に
行われた。
史学科では昭和五十三年四月から村上直教授が、文学部長。評
議
員
に
な
っ
た
た
め
、
一
時
期
、
史
学
会
の
実
務
か
ら
遠
ざ
か
っ
た
。
当
時
法
政
大
学
史
学
科
四
十
年
の
歩
孟
は学内紛争の鎮静も不安定な状態であり、学費値上げ試験妨害な
ど学内対策に終始追われた時期であった。ついで昭和五十六年七
月からは通信教育部長・評議員を命ぜられ昭和六十年三月末日ま
で二期四年間在任した。この期間、通信教育部の学生の史学会へ
の入会者が増加し、また、昭和五十八年六月に十五年間再選を重
ねた中村哲総長が、新設学部をめぐって辞任。富士セミナーハウ
スの開設、翌五十九年九月には大学の多摩キャそハス（経済・社
会学部）の竣工などがあり、十一月には通信教育部の特別教室授
業（三日スクーリング）を開講している。
なお、昭和五十六年には八○年館の図書館。研究棟が完成した
ため、第二Ⅱ五八年館に長年あった史学研究室とプレハブの考古
学
教
室
は
、
九
月
よ
り
第
一
校
舎
四
階
に
移
り
、
研
究
室
も
新
築
の
八
○
年
館九階（安岡・村上教授）と第一校舎四階（河原。倉持・伊藤教
授、中野助教授）に分散することになった。しかし、かつての狭
い
研
究
室
か
ら
み
れ
ば
、
か
な
り
ゆ
と
り
の
あ
る
環
境
に
な
っ
た
こ
と
は
確
かである。やがて昭和五十八年三月末日をもって東洋史担当の河
原正博教授は定年退任され名誉教授となられた。昭和二十三年四
月、予科教授に就任されてから三十五年間在職された教授の学恩
に感謝するため、同年二月五日（土）午後三時から、家の光会館
で最終講義「少数民族の漢化過程」と懇親会が行われ、盛会狸に
午後六時半に終了した。法政大学史学科研究室も河原教授の退任
と共に世代が大きく変ったということができる。史学科創立期か
らの教授に代って、当時は未だ学生であった教員が研究室の中心
に
な
る
時
期
が
到
来
し
た
の
で
あ
る
。
同
年
四
月
一
日
付
で
、
後
任
に
山
名
二五五
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蕊篝織 法政史学第四十号
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鰯l議灘蝋ｉｉｉ灘繍繍Ｉ繍灘i繍繍織繍;：
法政大学史学会例会における丹治氏の講演（昭和59年６月２日）
於58年館833教室.
弘史専任講師が就任し、史学会会長は村上直教授となった。
翌五十九年四月一日付で、西洋史の倉持俊一教授が文学部長・
評議員になり、同六十一年一一一月末日までの二か年間にわたり在任
した。なお、五十九年四月に安岡昭男教授も沖縄文化研究所長に
就任した。そのため史学科はまさに総出動であり、史学会の実務
も手薄にならざるを得なかった。倉持教授は問題山積の文学部教
授会の運営に奮闘され、安岡教授も大学の代表的研究機関の発展
に努められ、共に任期を無事終了することができた。なお昭和六
十年四月一日付で中野助教授は教授に、山名講師は助教授に昇格
し、次第に史学会の活動の中心に置かれるようになった。
法政大学史学科の発展は、四十年の歩承と共に着実に実績をあ
げ
て
い
る
と
思
わ
れ
る
。
昭
和
六
十
年
五
月
、
日
本
学
術
会
議
第
十
三
期
会
員選出に当り、法政大学史学会も新制度のもとで会員候補者及び
推薦できる学術研究団体の登録を申請した。そして、登録が認定
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
法政大学史学会の活躍は、毎年度の大会の研究発表及び」法政
史学」の掲載論文によって、会員の成果が広く学界に紹介されて
る
。
他
に
大
学
院
日
本
史
学
専
攻
生
に
よ
る
研
究
発
表
の
場
と
し
て
『
法
政
史
論
』
が
、
昭
和
四
十
九
年
三
月
か
ら
発
行
さ
れ
て
い
る
。
創
刊
号
は
手
書
きの原稿を『｜ピーしたものであったが、第二号（昭和四十九年十
二
月
発
行
）
か
ら
は
活
版
印
刷
と
な
り
、
学
内
外
の
研
究
機
関
と
交
換
さ
れ
るようになり、現在では第十一一一号（昭和六十一年三月発行）まで
発行されている。また、昭和四十九年四月就任した伊藤玄三教授
を中心とした『法政考古学』は、昭和五十二年一一一月に第一集が発
五
六
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法政大学史学科四十年の歩承
前列左から河原。関野先生，後列左から山名・伊藤。
安岡。倉持・中野。村上の史学科教員
（昭和60年３月22日）
行
さ
れ
た
。
第
十
集
は
記
念
特
集
号
で
あ
り
、
現
在
、
第
十
二
集
ま
で
発
行
されている。同考古学研究室の成果としては法政大学の百周年記
念事業の一つとして昭和五十七年から行われた福島県双葉郡浪江
町の本屋蚊古墳群５の調査は昭和六十年三月『本屋敷古墳群の研
究』（法政大学刊）、また、翌六十一年多摩キャン。〈スの遺跡調査
の報告書である『法政大学多摩校地遺跡群１１Ａ地区』『法政大学
多摩校地遺跡群ⅡｌＧ地区」（二冊、法政大学刊）が刊行された。
その他、各研究会の成果としては昭和四十九年六月には、法政大
学文学部史学研究室編『日本人物文献目録」（平凡社）が、岩生
成一監修によって刊行され学界からも注目された。また、共同研
究の成果としては、岩生成一監修の『京都御役所向大概覚書」（清
文堂）、日蘭学会・法政蘭学研究会共編『和蘭風説書集成』上・下
（吉川弘文館）が刊行されている、なお、日本近世史研究会の卒
業生・大学院・学部生を中心とした成果では、村上直編で昭和五
十年二月『八王子千人同心史料』（雄山闇）、昭和五十七年九月『江
戸幕府千人同心史料』（文献出版）、昭和六十一年十一一月「幕藩制社
会の展開と関東」（吉川弘文館）が刊行されている。また、昭和六
十一年五月に法政大学多摩図書館地方資料室の事業の一環として
結成された高尾山薬王院文書の調査団は、村上直（団長）・安岡昭
男・山本弘文（経済学部）両教授及び段木一行・馬場憲一兼任講師
と日本近世史専攻の大学院・学部生を中心に編成され、その成果
は昭和六十一一年六月に『高尾山薬王院文書目録」として刊行され
ている。この他、久しく休刊になっていた『法政大学史学会通信」
も
昭
和
五
十
九
年
十
一
月
に
十
八
年
振
り
で
第
十
号
が
発
刊
さ
れ
る
こ
と
に
二五・七
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法
政
史
学
第
四
十
号
史学科．地理学科創立五十周年記念式典に
出席の史学科教員と卒業生・在校生
（昭和62年11月21日）
法
政
大
学
史
学
会
へ
の
期
待
昭和六十二年度には、史学会にとっても大きな行事のあった年
であった。まず、十月二十一一一日には通信教育部創設四十周年記念
祝賀会が、京王プラザホテルで挙行され、多数の関係者及び卒業
生が参加した。史学会では通信教育部の卒業生の活躍も注目され
ており、今後の活躍を大いに期待されている。また、昭和十二年
四月に高等師範部に中学校教員（旧制）を養成していく目的で歴
史地理学科が増設されてから昭和六十二年は丁度五十年に当るた
め、史学・地理学科が合同で「創立五十周年記念事業」の実施が
計画された。そして法政大学史学会と同地理学会の共催で、研究
室
の
専
任
教
員
を
中
心
に
、
卒
業
生
の
代
表
の
中
か
ら
総
務
・
募
金
・
庶
務
・
会
計
・
名
簿
・
沿
革
史
・
講
演
会
・
懇
親
会
の
担
当
の
委
員
が
選
ば
れ、小委員会によって事業が推進された。この記念事業は史学会
・地理学会の募金と大学の補助により、記念会委員長三井嘉都夫
教授（地理学科）を中心に実行されたが、記念事業の一環として
作成された『法政大学史学科・地理学科の半世紀』（沿革史）は、
｜、地形図に承る法政大学周辺の変化、二、史学科・地理学科の
なり、現在、第十二号に至っている。また『日本中世史ゼミ報」
（中野栄夫教授）が十九号まで、『日本近世史研究会報』（村上直
教授）が一一号まで、各発行されている。なお、法政大学近世文書
研究会も、長年にわたって卒業生と在学生が一体となって調査研
究を行っているが、昭和六十二年十二月には「埼玉県北本市吉
田真土家文書史料集」を刊行している。
二五八
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次いで祝賀会が午後六時より八時まで開かれたが、青木宗也総
長を始め二十九名の招待者、史学科・地理学科の教員および卒業
生約二百名が出席し、互いに大学で学んだ思い出や将来を語り合
った。最後に校歌斉唱し、意義深い会を終了したのである。
史学研究室は、専任の研究助手は昭和四十五年以降置かれず、
大学院生が交代で助手の事務を引き継いでいた。しかし、昭和六
十一一年度は松井トキ子氏に常勤をお願いし充実をはかった。ま
た、考古学研究室は、嘱託助手として、昭和五十六年度以降星野
あゆ承鵠三、新制大学院の発足の一一一章からなり》さらに「博士論
文
、
修
士
論
文
、
卒
業
論
文
の
論
題
一
覧
旨
法
政
大
学
史
学
会
の
思
い
出
」
が収録されている。また、『法政大学・史学地理学卒業生名簿」
は、昭和十二年以降の教員一覧、昭和十四年度以降の旧制高等師
範、第二部文学部地理歴史学科歴史専攻（旧制）、第二部文学部
史学科（新制）、文学部史学科（新制）、通信教育部史学科、大学院
日本史専攻別の卒業生名簿が収録されており、この編集の二書に
よって、法政大学史学科の歩承の全貌を知ることができる。昭和
六十二年十一月二十一日（土）午後二時半から赤坂プリンスホテ
ル別館ロイャルホールで、「史学科・地理学科創立五十周年」を祝
う記念式典が盛大に行われた。当日は午後二時半から五時半まで
記
念
講
演
が
開
催
さ
れ
た
。
記
念
講
演
は
次
の
通
り
で
あ
る
。
中野尊正（元法政大学講師、東京都立大学名誉教授）
関
野
雄
（
元
法
政
絵
の
中
の
視
線
法
政
大
学
史
学
科
四
十
年
の
歩
承
地
理
学
の
社
会
的
役
割
（元法政大学教授、東京大学名誉教授）
達雄・佐を木彰・阿部朝衛氏が勤務し活躍した。
法政大学文学部史学科は昭和二十二年四月に旧制二部の地理歴
史学科が開設されてから四十年が経過した。その歩糸は以上のよ
うな経過を経て現在に至っている。この『法政史学』四○号の発
刊を契機として、今後法政大学史学会がさらに発展し、学界に寄
与
し
て
い
く
こ
と
を
大
い
に
期
待
し
て
い
き
た
い
と
思
う
。
二五九
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